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第 2報 育苗床上の種類 と花芽分化促進処理効果
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1 は じ め に

秋田県のイチゴの栽培面積は平成 3年度で138haと ここ

数年ほぼ横這い状態にある。

作型は6月 上旬～ 7月 ヒ旬収穫の露地栽培が 8割以上を

占め,次いで9月 中旬～11月 下旬収穫の長期株冷栽培や ,

4月 中旬～ 5月 下旬収穫の早熟栽培,4月 上旬～ 7月 上旬

収穫の低温カット栽培がわずかに行われている。

夏秋どりの作型である長期株冷栽培は,収益性は高いが
,

前年12月 から翌年 8月 までの長期にわたる冷蔵庫の占有や
,

出庫後の活着不安定などから, 一部の産地に限られている

現状にある。

このように本県のイチゴは露地栽培が主体であることか

ら,出荷時期が単価の安い6月 に集中しており,収益性の

向上を図るためには新たな夏秋どり作型の確立が望まれて

いる。

そこで本県の夏期冷涼な気象条件を生かし,全国的に端

境期である9～ 11月 生産のため,花成制御による夏秋どり

作型の確立をめざし,花成処理効果を高めるための育苗床

士の種類について検討 した。

2試 験 方 法

表 1に示す

年  度

育苗方法

床土種類

供試品種

及  び

苗  質

育  苗

N切 り

花成処理

及び期間

定 植 期

施肥及び

栽植距離

1989

ポット

育苗培土,赤玉土,ロ ックウール (粒状

綿),慣行床上 (上 十クンタン3割)

久留米48号 , 1年苗,親株ハウス植え付

け3月 10日 ,採苗鉢上げ6月 5日 ,35
葉苗,9 cI径ポリボット

キッポ青,メ リット青各400倍 6月 13日

以降7日 毎供給 (赤玉土,ロ ックウール)

キッポ赤400倍 ,メ リット赤200倍 7月 11

日以降7日 毎供給 (赤玉土, ロックウー

ル)

夜冷短日処理,8月 4日 ～20日 間

13℃ ,8時間日長

8月 31日

1990

地床,ポ ット

赤玉土,ロ ックウール,砂上,黒ボク土 ,

慣行床土 (土 +ク ンタン3割 )

女峰,越冬苗,採苗仮植10月 5日 ,ず ら

し及び鉢上げ 5月 15日 ,10 5oo径 ポリボッ

ト

同左 5月 20日以降

5日 毎供給

(赤玉■,ロ ックウール,砂土)

短日処理,6月 13日～30日 間,8時間日

長,0 1mmシルバーボリトンネル被覆

7月 20日

1991

地床,隔離ベット

砂土,慣行床 l‐ (上 十

クンタン3害1)

女峰,越冬苗

採苗仮植 10月 3日

苗床移植 5月 29ロ

同左 6月 3日 以降

5日 毎供給

(砂上)

同左

7月 5日 ～30日 間

8月 7日

N,P206,K20各 1,苦土石灰10. ようりん 5,堆肥400kg/a.畝幅125m,株間20cm,条間40側 , 2条植

3 試験結果及び考察

イチゴの夜冷短日処理において,人庫時の供試育苗床土

のECは 03～05mS/cmと ,一般育苗床土の育苗終了時の

EC並で,こ の時の葉N濃度は1～ 15%に押えられていた。

定植後の開花はロックウールが最も早 く始まり,開花株率

活着まで黒寒冷紗被覆

(処理有効株率)も早期に100%と なり,次いで赤玉上が早

期に90%の高率となった。収穫始めはいずれの床土も慣行

床土と比べ 1週間早まつた (表 2)。

短日処理における鉢上げ時の床土のECは ,赤玉土,砂

土,黒ボク土とも低くはぼ無肥料状態であった。定植後の

開花状況は地床育苗と比べ,いずれの床土のポット育苗も

え,黒マルチ,マ ルチ下チュー

表 1 試験方法
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表2 人庫時床土と開花状況 (1989)

職

日)

10/95

10/15

10/15

11/1

開花が早く、なかでもロックウール,赤玉土が夜冷短日処

理同様早期に処理有効株率が高まり, 9月 12日 には100%

に達 し,砂 11,黒ボク土も95%に達 したが,地床は625%
と極めて低かった。収穫始めはロックゥールが 9月 初めで

最も早く,次いで赤玉土,黒ボク土,砂土の順で,地床 ,

慣行床土は9月 下旬と遅かった。 9月 ～11月 の開花10株当

りの総収量はロックウール,赤玉土が800g台 と最 も高 く,

次いで地床 ,慣行床土,砂上が700g台 となった。早期収

穫のための9月 の収量は赤玉土,ロ ックウールが高 く,次

いで砂土,黒ボク土となっており,開花が早くかつ処理有

効株率が早期に高率に達するものほど早期収量が高かった。

したがって鉢上げ時の育苗床土は無肥料状態に近いものを

選び,液肥で育苗を行うことにより,夜冷短日及び短日の

花成処理とも,処理有効株率が向上し,収穫期が早まるこ

とが明らかとなった。育苗床土の種類は,ロ ックウール
,

赤玉土が最も適するが,安価で入手が容易な砂も十分に利

用できるものとみられた (表 3)。

短日処理における育苗及び花成処理は,砂の隔離ベット

育苗が地床育苗と比べ,ポ ット育苗同様に開花株率が高く,

苗の大量育苗及び処理に適 していた (表 4)。

表3 鉢上げ時床土の種類と開花及び収量 (開花10株当り)(1990)

床 ■ 種 類 ＥＣ
“̈

試

数

供

株

開花株率(" 収穫始

(月 /日 )

9月 10月 11月 計

8/14 8/21 9 1 9/12 個数 g 敵 g 個数 g 個数 g

地 床

赤 玉 土

砂 土

黒 ボ ク ■

慣 行 床 土

ロックウール

0040

0025

0140

03711

16

17

20

16

15

15

0

59

0

0

0

0

0

59

250

375

200

600

125

882

η 0

625

533

867

625

100

950

938

933

1∞

9/21

9/6

9/14

9/10

9/25

9/3

15

43

26

23

16

35

92

267

143

131

108

218

‐０

９

８０

６‐

９‐

ｍ

５８８

４８‐

翻

帥

４６３

鶴

33

16

40

21

42

51

112

76

189

109

183

225

154

152

146

l15

149

164

792

824

24

599

7,

871

床土種類 育苗様式 開花始
(月 /日 )

開花株率
(%)

収穫始
(月 /日 )

砂  土
地 床

隔離ベット

9//26

9ノ/17

500

962

10/17

10ン/14

慣行床上 隔離ベ ント 9/19 708 10/22

表4 育苗方法と生育 (1991)

4ま と め

全国的なイチゴの端境期である9～ 11月 生産のため,花

成処理効果を高めるための育苗床上の種類について検討 し

た。

越冬苗 (女峰)は 5月 中旬に鉢上げし,N切 り後6月 中

旬から30日 間の短日処理,ま た,当年苗 (久留米48号)は
6月 上旬に採苗鉢上げし,育苗,N切 り後8月 上旬から13

℃20日 間の夜冷短日処理を行なったところ,排本性に優れ
,

肥料分をほとんど含まないロックゥール,赤玉土,砂土が

95%以上の処理有効株率が得られ,越冬苗では9月 上旬か

ら, 1年苗は10月 下旬から収穫でき,収量も他の床土と比

べて多く,花成促進処理による9～ 11月 どり栽培法に適す

る育苗床土であった。なお,苗の大量育苗・短日処理には

砂の隔離ベット様式が処理効果が高く適 していた。
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